
研
究
論
文パ

オ
ロ
・
ウ
ッ
チ
ェ
ッ
ロ
の
《
聖
体
の
奇
跡
》
第
四
場
面
に
つ
い
て

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
絞
首
刑
　
ユ
ダ
ヤ
人
　
聖
史
劇
　
1
5
世
紀
　
ウ
ル
ビ
ー
ノ

パ
オ
ロ
・
ウ
ツ
チ
エ
ツ
ロ
　
（
一
三
九
七
－
一
四
七
五
）
　
が
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
コ

ル
ブ
ス
・
ド
ミ
ニ
聖
堂
に
措
い
た
《
聖
体
の
奇
跡
》
　
（
図
2
1
7
）
　
は
、
主
祭

壇
画
を
飾
る
プ
レ
デ
ツ
ラ
と
し
て
一
四
六
七
－
一
四
六
八
年
に
制
作
さ
れ
た
。

ウ
ツ
チ
エ
ツ
ロ
は
プ
レ
デ
ッ
ラ
制
作
後
、
祭
壇
画
を
制
作
す
る
こ
と
な
く
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
に
戻
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
後
、
ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン

チ
ェ
ス
カ
は
「
板
絵
を
見
る
た
め
に
」
　
や
っ
て
き
て
、
プ
レ
デ
ッ
ラ
の
注
文
主

で
あ
る
コ
ル
ブ
ス
・
ド
ミ
ニ
同
信
会
か
ら
支
払
い
を
受
け
て
い
る
。
一
四
七
三

1
一
四
七
四
年
に
ヨ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
・
ゲ
ン
ト
に
よ
っ
て
《
使
徒
た
ち
へ
の
聖

体
拝
領
》
　
（
図
1
）
　
が
措
か
れ
た
。
こ
の
プ
レ
デ
ツ
ラ
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
よ

る
聖
体
の
冒
漬
事
件
が
表
さ
れ
て
お
り
、
二
一
九
〇
年
に
パ
リ
で
起
き
た
出
来

事
を
題
材
に
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
ピ
エ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
カ
ス
テ
ル
や
マ
リ

リ
ン
・
ア
ロ
ン
バ
ー
グ
・
レ
イ
ヴ
ィ
ン
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
典
拠
や
主
題
選

択
の
理
由
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

レ
イ
ヴ
ィ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
主
題
が
選
択
さ
れ
た
理
由

と
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
高
利
貸
し
に
対
抗
し
て
設
立
さ
れ
た
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の

坂
　
本
　
篤
　
史

た
め
の
低
金
利
貸
付
機
関
で
あ
る
モ
ン
テ
・
デ
ィ
・
ピ
エ
タ
に
注
目
し
た
。
こ

の
団
体
は
、
そ
の
初
期
に
お
い
て
は
、
オ
ブ
セ
ル
ヴ
ァ
ン
テ
ス
・
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
会
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
運
動
に
加
わ
っ
て
い
た
。
ウ
ル
ビ
ー
ノ
で
は
、
プ

レ
デ
ツ
ラ
が
完
成
し
た
一
四
六
八
年
に
、
ド
メ
ニ
コ
・
レ
オ
ネ
ッ
サ
　
（
生
年
不

詳
－
一
四
九
七
）
　
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
ウ
ル
ビ
ー
ノ
に
お
い
て
は
、
モ
ン

テ
・
デ
ィ
・
ピ
エ
タ
は
コ
ル
ブ
ス
・
ド
ミ
ニ
同
信
会
と
経
済
面
で
相
互
援
助
の

関
係
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
プ
レ
デ
ツ
ラ
に
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
主
題
が
選
択
さ

れ
た
の
は
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
中
に
、
モ
ン
テ
・
デ
ィ
・
ピ
エ
タ
を
擁
護
す
る
反
ユ

ダ
ヤ
主
義
の
風
潮
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

一
方
、
図
像
源
泉
な
ど
造
形
面
に
関
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
は
こ

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
同
主
題
を
描
い
た
作
例
が
わ
ず
か
で
あ
る
た
め

で
あ
ろ
う
。
本
論
で
は
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
省
み
ら
れ
な
か
っ
た
図
像
上

の
特
質
に
つ
い
て
、
特
に
第
四
場
面
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
こ
の
場
面
に

は
、
中
央
に
一
本
の
木
が
あ
り
、
絞
首
刑
の
直
前
の
情
景
が
描
か
れ
て
い
る
　
（
図

5
）
。
第
二
早
は
、
プ
レ
デ
ツ
ラ
の
主
題
、
典
拠
を
確
認
し
た
上
で
、
第
四
場
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面
に
お
け
る
問
題
の
所
在
を
確
認
す
る
。
第
二
章
で
は
、
絞
首
刑
か
ら
救
済
さ

れ
る
と
い
う
点
に
着
目
し
て
、
第
四
場
面
の
造
形
上
の
着
想
源
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
図
像
主
題
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
章
で
は
、
第
四
場
面
に
描
か
れ
た

立
ち
木
に
着
目
し
、
こ
れ
は
、
画
面
中
央
の
女
性
を
ユ
ダ
に
見
立
て
る
た
め
の

一
つ
の
仕
掛
け
で
あ
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
る
。

第
l
章
　
《
聖
体
の
奇
跡
》
に
関
す
る
研
究
史

パ
オ
ロ
・
ウ
ッ
チ
エ
ソ
ロ
の
《
聖
体
の
奇
跡
》
は
、
六
つ
の
場
面
か
ら
構
成

さ
れ
、
左
か
ら
右
に
物
語
が
続
い
て
い
く
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
描
か
れ
て
い

る
物
語
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
お
く
。

あ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
賭
博
の
資
金
を
調
達
す
る
た
め
、
妻
の
マ
ン
ト
を
抵

当
に
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
高
利
貸
商
か
ら
借
金
を
す
る
。
そ
の
後
、
こ
の
妻
は

聖
体
と
交
換
に
、
自
分
の
マ
ン
ト
を
取
り
戻
す
（
第
一
場
面
）
　
（
図
2
）
。
ユ
ダ

ヤ
人
の
家
族
は
、
家
の
中
で
、
手
に
入
れ
た
聖
体
を
フ
ラ
イ
パ
ン
の
上
で
冒
湧

す
る
と
、
そ
こ
か
ら
血
が
流
れ
出
す
。
家
の
外
で
は
、
そ
の
血
に
気
付
い
た
男

た
ち
が
家
の
ド
ア
を
こ
じ
開
け
よ
う
と
し
て
い
る
　
（
第
二
場
面
）
　
（
図
3
）
。
そ

の
後
、
冒
演
を
受
け
た
聖
体
は
ユ
ダ
ヤ
人
か
ら
取
り
戻
さ
れ
、
三
重
冠
を
か
ぶ
っ

た
教
皇
が
、
こ
の
聖
体
を
祭
壇
に
安
置
す
る
　
（
第
三
場
面
）
　
（
図
4
）
。
ユ
ダ
ヤ

人
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
女
性
は
逮
捕
さ
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
女
性
は
絞
首

刑
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
く
び
元
に
縄
が
巻
き
つ
け
ら
れ
、
木
に
は
梯

子
が
か
け
ら
れ
て
い
る
が
、
空
か
ら
は
天
使
が
舞
い
降
り
て
き
て
、
一
同
こ
の

天
使
を
見
上
げ
て
い
る
　
（
第
四
場
面
）
　
（
図
5
）
。
一
方
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
家
族
は
、

火
あ
ぶ
り
の
刑
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
　
（
第
五
場
面
）
　
（
図
6
）
。
最
後
の
場
面
に

は
、
第
一
場
面
に
登
場
し
た
女
性
と
思
わ
れ
る
人
物
が
祭
壇
の
前
に
横
た
わ
っ

て
い
る
　
（
第
六
場
面
）
　
（
図
7
）
。

一
九
五
二
年
、
フ
ラ
ン
カ
ス
テ
ル
に
よ
っ
て
、
プ
レ
デ
ツ
ラ
の
文
学
典
拠
が

ジ
ョ
ヴ
ア
ン
二
・
ヴ
ィ
ラ
ー
こ
の
　
『
年
代
記
』
　
に
も
と
め
ら
れ
、
主
題
は
ユ
ダ

ヤ
人
に
よ
る
聖
体
の
冒
漬
事
件
で
、
一
二
九
〇
年
に
パ
リ
で
実
際
に
起
き
た
出

来
事
を
措
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
事
件
は
、
発
生
か
ら
四

年
後
の
一
二
九
四
年
、
ジ
ャ
ン
・
ド
・
テ
ィ
ル
ロ
ー
ド
の
　
『
年
代
記
』
　
に
お
い

て
詳
し
く
記
述
さ
れ
、
そ
の
後
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
記
や
聖
体
の
奇
跡
の
物
語
に

登
場
す
る
が
、
イ
タ
リ
ア
に
は
、
十
四
世
紀
に
、
先
ほ
ど
挙
げ
た
ジ
ョ
ヴ
ア
ン

二
・
ヴ
ィ
ラ
ー
二
に
よ
っ
て
、
ま
た
十
五
世
紀
に
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
司
教
の

ア
ン
ト
ニ
ー
ノ
・
ピ
エ
ロ
ッ
ツ
ィ
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
。

こ
の
事
件
は
十
五
世
紀
以
降
、
聖
史
劇
に
よ
っ
て
広
く
知
れ
渡
る
。
テ
キ
ス

ト
は
フ
ラ
ン
ス
語
版
、
イ
タ
リ
ア
語
版
に
加
え
て
英
語
版
の
テ
キ
ス
ト
が
残
っ

て
い
る
が
、
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
レ
イ
ヴ
ィ
ン
は
、
そ
の

中
で
も
イ
タ
リ
ア
語
版
に
着
目
し
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
プ
レ
デ
ツ
ラ
の
典
拠
と

考
え
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
唯
一
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
「
絞
首
刑
」

と
、
「
処
刑
の
中
止
」
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
他
の
テ
キ
ス
ト
と
比

較
す
る
と
そ
の
違
い
は
明
瞭
で
あ
る
。
英
語
版
で
は
、
聖
体
を
ユ
ダ
ヤ
人
に
売

り
渡
す
人
物
は
、
男
性
の
商
人
で
あ
り
、
断
罪
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
一
方
、

フ
ラ
ン
ス
語
版
で
は
、
こ
の
人
物
は
女
性
で
あ
る
が
、
聖
体
を
渡
し
た
後
、
サ

ン
リ
ス
に
逃
亡
し
、
そ
の
後
嬰
児
殺
し
の
か
ど
で
火
刑
に
処
せ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。し

か
し
、
プ
レ
デ
ッ
ラ
に
は
、
イ
タ
リ
ア
語
版
テ
キ
ス
ト
で
も
説
明
で
き
な

い
部
分
が
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
を
厳
密
に
考
察
す
れ
ば
、
ま
ず
、
王
の
寝
所
に
ト
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マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
と
二
人
の
天
使
が
現
れ
、
処
刑
の
中
止
を
指
示
す
る
。
王

は
そ
れ
を
受
け
て
使
い
を
出
し
、
こ
の
使
い
が
処
刑
場
で
罪
人
の
無
罪
放
免
を

命
じ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
女
は
釈
放
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
テ
キ
ス
ト
で
は
、

処
刑
場
で
は
な
く
、
王
の
寝
所
に
聖
人
が
登
場
し
て
い
る
。
一
方
、
プ
レ
デ
ッ

ラ
の
第
四
場
面
で
は
、
処
刑
場
に
天
使
が
現
れ
て
、
直
接
罪
人
を
救
う
の
で
あ

る
。
ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
が
描
か
れ
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
人
物
が
ド
ミ
ニ

コ
会
士
で
あ
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

プ
レ
デ
ツ
ラ
の
制
作
背
景
に
は
、
モ
ン
テ
・
デ
ィ
・
ピ
エ
タ
の
開
設
運
動
が
関

係
し
て
い
る
が
、
そ
の
推
進
者
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
な
ぜ
王
の
寝
所
で
は
な
く
、
処
刑
場

の
様
子
が
描
か
れ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
実
際
、
ウ
ツ
チ
エ
ツ
ロ
が
プ
レ

デ
ツ
ラ
を
制
作
す
る
以
前
に
、
夢
の
中
に
天
使
が
現
れ
る
図
像
は
す
で
に
表
現

さ
れ
て
い
る
。
一
三
八
〇
年
代
に
ア
ー
ニ
ョ
ロ
・
ガ
ツ
デ
ィ
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

の
サ
ン
タ
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
聖
堂
に
描
い
た
《
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
夢
》
　
（
図

8
）
　
に
は
睡
眠
中
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
大
帝
に
天
使
が
舞
い
降
り
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
図
像
伝
統
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
テ
キ
ス

ト
と
図
像
の
間
で
不
一
致
が
見
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
前
に
、
十
五
世
紀
ま
で
に
イ
タ
リ
ア
で

制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
聖
体
の
冒
漬
事
件
の
図
像
に
つ
い
て
確
認
し
て

お
こ
う
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
お
い
て
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
み
な
ユ
ダ
ヤ

人
に
よ
る
聖
体
の
冒
演
場
面
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
点
で
あ
る
　
（
図
9
－
1
1
）
。

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
絞
首
刑
を
表
し
た
作
例
は
、
管
見
の
限
り
で
は
確
認
さ
れ
て

（
1
8
）

い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
第
四
場
面
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
比
較
対
象
と
な

る
作
例
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
不

一
致
は
、
造
形
面
で
他
の
主
題
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
一
つ
の
原
因
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
絞
首
刑
、
さ
ら
に
は
範
囲
を
広
げ
て
首
吊

り
を
表
し
た
図
像
作
例
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
第
四
場
面
の
図
像
の
特
徴
を
明

ら
か
に
す
る
。

第
二
章
　
《
聖
体
の
奇
跡
》
　
（
第
四
場
面
）
　
の
図
像
源
泉

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
首
吊
り
の
図
像
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
く
と
、
絞
首

刑
に
処
さ
れ
た
後
、
あ
る
い
は
処
刑
直
前
に
当
人
を
聖
人
が
救
う
図
像
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ゲ
フ
ィ
エ
の
研
究
に
よ
っ
て
、
こ
の
種
の
奇
跡
は
実
に

二
十
九
名
も
の
聖
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、

こ
の
う
ち
圧
倒
的
に
図
像
の
数
が
多
い
の
が
、
聖
ヤ
コ
ブ
の
も
の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
こ
こ
で
は
聖
ヤ
コ
ブ
の
奇
跡
を
中
心
に
、
こ
の
種
の
図
像
に
つ
い
て

考
察
し
て
い
く
。

聖
ヤ
コ
ブ
に
よ
る
こ
の
奇
跡
は
、
十
二
世
紀
に
成
立
し
た
　
『
聖
ヤ
コ
ブ
の
書
』

の
記
述
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
あ
る
ド
イ
ツ
人
の
父
子
が
サ
ン

テ
ィ
ア
ゴ
二
ア
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ラ
へ
巡
礼
に
向
か
う
途
中
、
宿
屋
の
主
人
か
ら

無
実
の
罪
で
非
難
を
受
け
、
息
子
が
絞
首
刑
に
処
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
か

ら
三
十
六
日
後
、
巡
礼
を
終
え
た
父
親
が
再
び
絞
首
台
に
掛
か
っ
た
息
子
の
も

と
を
訪
れ
る
と
、
彼
は
生
き
て
お
り
、
話
を
聞
け
ば
、
絞
首
刑
に
さ
れ
る
時
に

聖
ヤ
コ
ブ
が
現
れ
、
自
分
の
足
を
支
え
て
く
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
逸
話
は
、
そ
の
後
ヤ
コ
ブ
ス
・
デ
・
ウ
ォ
ラ
ギ
ネ
の
　
『
黄
金
伝
説
』
　
に

も
兄
い
だ
さ
れ
る
。
こ
の
物
語
で
は
、
処
刑
者
が
無
実
で
あ
る
点
、
ま
た
す
で
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に
刑
が
執
行
さ
れ
た
後
で
あ
る
点
で
、
聖
体
の
奇
跡
の
イ
タ
リ
ア
語
版
テ
キ
ス

ト
と
は
異
な
る
が
、
絞
首
刑
に
処
せ
ら
れ
る
点
、
ま
た
処
刑
か
ら
救
出
さ
れ
る

点
で
両
者
に
は
共
通
点
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後

に
述
べ
る
ト
レ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の
聖
二
コ
ラ
ウ
ス
を
は
じ
め
他
の
聖
人
た
ち
の
奇

跡
に
も
共
通
し
て
い
る
。

こ
の
種
の
奇
跡
を
描
い
た
図
像
の
う
ち
、
注
目
す
べ
き
は
、
処
刑
者
を
救
う

際
に
、
聖
人
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
そ
の
体
を
支
え
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

現
存
作
例
に
よ
れ
ば
、
聖
人
は
地
面
に
足
を
つ
け
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
浮

遊
し
て
い
る
か
の
二
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
の
例
と
し
て
は
、

ピ
エ
ラ
ン
ト
ニ
オ
・
メ
ッ
ツ
ァ
ス
ト
リ
ス
の
フ
レ
ス
コ
画
が
あ
り
（
図
1

2
）
、

後
者
で
は
、
ウ
ン
ブ
リ
ア
の
画
家
が
描
い
た
板
絵
な
ど
が
こ
れ
に
相
当
す
る
（
図

13
）
。
一
方
、
ウ
ッ
チ
ェ
ッ
ロ
の
プ
レ
デ
ッ
ラ
第
四
場
面
で
は
、
天
使
は
、
キ

リ
ス
ト
教
徒
の
女
性
を
支
え
て
は
い
な
い
が
、
空
か
ら
舞
い
降
り
て
く
る
情
景

に
は
後
者
の
も
の
と
の
類
似
が
み
ら
れ
る
。
ニ
ッ
コ
ロ
・
デ
ィ
・
ピ
エ
ト
ロ
・

ジ
ェ
リ
ー
こ
の
《
ト
レ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の
聖
二
コ
ラ
ウ
ス
の
奇
跡
》
は
一
四
〇
八

1
一
四
〇
九
年
に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
オ
ル
サ
ン
ミ
ケ
ー
レ
聖
堂
に
描
か
れ
て

い
た
（
図
1
4
）
。
ウ
ツ
チ
ェ
ッ
ロ
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
種
の
主
題
を
直
接
参
照
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
物
語
の
筋
に
お
い
て
も
、
図
像
に
お
い
て
も
、
第
四
場

面
に
は
、
刑
執
行
の
直
前
に
罪
人
等
を
救
い
出
す
聖
人
の
奇
跡
の
系
統
に
属
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
ウ
ツ
チ
ェ
ッ
ロ
の
措
い
た
プ
レ
デ
ツ
ラ
の
第
四
場
面
は
、

イ
タ
リ
ア
版
聖
史
劇
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
、

造
形
上
の
着
想
源
と
し
て
は
、
絞
首
刑
か
ら
救
出
す
る
諸
聖
人
の
奇
跡
の
図
像

か
ら
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
結
果
的
に
第
四
場
面
は
テ

キ
ス
ト
と
乗
離
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
諸
聖
人
の
奇

跡
か
ら
図
像
を
借
用
し
た
一
つ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
、

こ
ち
ら
の
方
が
、
画
面
に
劇
的
な
効
果
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
と
思

わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
第
四
場
面
に
見
ら
れ
る
こ
の
劇
的
な
雰
囲
気
は
、
諸
聖

人
の
奇
跡
を
表
し
た
ほ
か
の
作
例
と
比
較
す
る
と
弱
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
は
ま
ず
、
第
四
場
面
に
は
処
刑
の
直
前
の
様
子
が
措
か
れ
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
に
加
え
て
、
第
四
場
面
に
は
、
絞
首
台
で
な

く
、
木
が
措
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
ひ
と
つ
の
原
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
次
の
章
で
は
、
絞
首
台
と
立
ち
木
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の
問
題
に
つ
い
て

さ
ら
に
考
察
を
加
え
て
い
く
。

第
三
章
　
プ
レ
デ
ッ
ラ
第
四
場
面
に
描
か
れ
た
立
ち
木
の
意
味
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第
四
場
面
の
典
拠
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
版
聖
史
劇
テ
キ
ス
ト
に
は
、
立
ち
木
で

は
な
く
絞
首
台
が
登
場
す
る
。
こ
こ
に
は
、
「
（
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
女
性
）
　
は
絞

首
台
に
到
着
し
、
神
に
す
が
り
な
が
ら
言
う
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。
バ
ッ
タ
ー

リ
ア
に
よ
れ
ば
、
こ
の
単
語
が
意
味
す
る
絞
首
台
と
は
、
ち
ょ
う
ど
ピ
サ
ネ
ッ

ロ
の
作
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
　
（
図
1
5
）
、
「
地
面
に
打
ち
込
ま
れ
た
二
本
の
木

の
柱
か
ら
で
き
て
お
り
、
そ
の
上
部
に
も
う
一
本
の
柱
を
水
平
に
つ
な
ぎ
合
わ

せ
、
そ
こ
に
縄
を
吊
る
す
」
も
の
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
テ
キ
ス
ト

と
比
較
す
る
と
、
第
四
場
面
は
絞
首
台
か
ら
立
木
に
モ
チ
ー
フ
が
変
更
さ
れ
た

可
能
性
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
単
に
立
ち
木
が
背
景
の
一
部
と
し
て
描
か
れ
た
と
い
う
可
能
性



は
否
定
で
き
な
い
。
実
際
、
第
三
場
面
か
ら
第
六
場
面
に
は
背
景
に
立
ち
木
が

登
場
し
て
い
る
。
し
か
し
、
第
四
場
面
の
立
ち
木
の
み
が
、
前
景
で
繰
り
広
げ

ら
れ
る
、
処
刑
と
い
う
物
語
内
容
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

第
四
場
面
の
立
ち
木
に
何
ら
か
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
、
十
五
世
紀
の
人
々
は
、
絞
首
台
と
立
木
と
い
う
二
つ
の
モ
チ
ー

フ
に
区
別
を
つ
け
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ

こ
で
は
第
四
場
面
を
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
が
所
蔵
す
る
《
ト
レ
ン

テ
ィ
ー
ノ
の
聖
二
コ
ラ
ウ
ス
の
奇
跡
》
と
比
較
す
る
の
が
有
効
だ
と
思
わ
れ
る

（
図
16
）
。
考
察
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
両
者
に
見
ら
れ
る
共
通
点

を
確
認
し
て
お
こ
う
。
両
者
は
、
先
ほ
ど
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
典
拠
は

異
な
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
系
統
の
主
題
、
つ
ま
り
絞
首
刑
か
ら
救
出
す
る
奇
跡

を
表
し
て
お
り
、
ま
た
両
者
に
は
造
形
上
の
類
似
も
み
ら
れ
る
。
実
際
、
リ
オ

ネ
ッ
ロ
・
ヴ
エ
ン
ト
ウ
ー
リ
は
、
こ
の
作
品
の
制
作
者
を
ウ
ッ
チ
エ
ツ
ロ
派

の
画
家
と
し
て
い
る
（
図
1
7
）
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
板
絵
は
《
聖
体
の
奇
跡
》

第
四
場
面
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
両
方
と
も
、
絞
首
刑
の

場
面
を
扱
っ
て
い
る
た
め
、
梯
子
が
両
者
共
に
見
ら
れ
る
の
は
当
然
だ
が
、
男

た
ち
が
手
に
し
て
い
る
旗
な
ど
個
々
の
モ
チ
ー
フ
に
関
し
て
も
共
通
点
が
指
摘

さ
れ
る
。
ま
た
、
画
面
の
形
状
お
よ
び
両
脇
の
人
た
ち
が
顔
を
上
げ
て
上
方
を

見
て
い
る
点
が
共
通
す
る
。
こ
の
よ
う
に
《
聖
二
コ
ラ
ウ
ス
の
奇
跡
》
は
全
体

の
構
図
や
上
を
見
上
げ
た
人
物
モ
チ
ー
フ
な
ど
、
プ
レ
デ
ツ
ラ
を
踏
襲
し
て
い

る
が
、
処
刑
の
道
具
は
第
四
場
面
に
反
し
て
、
絞
首
台
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
第
四
場
面
に
描
か
れ
た
立
ち
木
は
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
何

か
し
ら
不
自
然
な
印
象
を
与
え
た
た
め
、
絞
首
台
へ
と
モ
チ
ー
フ
が
変
更
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
点
か
ら
見
て
も
、
第

四
場
面
に
一
本
の
木
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
で
は
、
な
ぜ
第
四
場
面
に
は
絞
首
台
で
は
な
く
木
が
描
か
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。こ

の
事
実
を
考
察
す
る
に
際
し
て
、
も
う
一
度
一
二
九
〇
年
に
パ
リ
で

起
き
た
事
件
を
思
い
起
こ
そ
う
。
ベ
ル
ド
リ
ゼ
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

一
五
八
六
年
刊
行
の
ジ
ル
・
コ
ロ
ゼ
の
著
書
に
は
、
こ
の
事
件
に
関
す
る
記
述

が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
た
め
に
聖
体
を
盗
み

出
す
場
面
で
、
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
女
性
は
サ
ン
ト
・
メ
リ
ー
聖
堂
に
行
き
、

聖
体
拝
領
を
受
け
た
。
彼
女
は
、
第
二
の
ユ
ダ
と
し
て
、
聖
体
を
異
教
徒
に
渡

し
た
」
と
あ
る
。
同
様
の
記
述
は
フ
ラ
ン
ス
語
版
聖
史
劇
テ
キ
ス
ト
に
も
み
ら

れ
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
が
聖
体
を
持
っ
て
く
る
よ
う
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
女
性
を
説
得

す
る
場
面
で
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
次
の
よ
う
に
返
答
す
る
。
「
ま
あ
恐
ろ

し
い
、
我
が
キ
リ
ス
ト
を
売
る
な
ん
て
。
こ
れ
で
は
ユ
ダ
　
［
と
同
じ
こ
と
］
　
を

繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
わ
」
。
プ
レ
デ
ッ
ラ
の
典
拠
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
版
聖
史

劇
テ
キ
ス
ト
で
も
、
ポ
デ
ス
タ
の
役
人
が
罪
を
犯
し
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
女
性

に
対
し
て
「
お
前
は
悪
の
ユ
ダ
の
よ
う
に
、
あ
の
お
方
　
（
キ
リ
ス
ト
の
こ
と
）

を
売
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
十
五
世
紀
後
半
以
降
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
は
、

ユ
ダ
ヤ
人
に
聖
体
を
売
り
渡
し
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
女
性
は
、
ユ
ダ
に
等
し
い

と
見
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
ユ
ダ
が
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
を
ユ
ダ
ヤ
人
に
渡
し
た
裏
切
り
者
の
使
徒
」
で
あ
る
か
ら
に
は
か
な
ら
な
い
。

実
際
、
ウ
ツ
チ
エ
ツ
ロ
の
プ
レ
デ
ツ
ラ
完
成
か
ら
十
年
経
っ
た
一
四
七
八
年
に

は
、
裏
切
り
も
の
の
代
名
詞
と
し
て
　
「
ユ
ダ
」
と
い
う
名
前
が
用
い
ら
れ
る
の

が
あ
る
。
こ
の
年
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
パ
ッ
ツ
ィ
家
の
陰
謀
に
よ
っ
て
メ
デ
ィ
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チ
家
の
当
主
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
イ
ル
・
マ
ニ
フ
ィ
コ
と
弟
の
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
が
ド
ウ

オ
ー
モ
に
て
襲
わ
れ
た
。
こ
の
事
件
の
首
謀
者
の
一
人
で
あ
る
ベ
ル
ナ
ル
ド
・

バ
ン
デ
ィ
ー
二
は
逃
亡
の
末
捕
ら
え
ら
れ
、
共
犯
者
と
も
ど
も
パ
ラ
ツ
ツ
ォ
・

デ
ル
・
ポ
デ
ス
タ
の
窓
か
ら
絞
首
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
絞
首
刑
に
さ
れ
た
彼
の

姿
に
つ
い
て
は
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
に
よ
る
素
描
が
残
さ
れ
て
い

る
が
、
「
ア
ノ
ニ
モ
・
マ
リ
ア
ヴ
ユ
キ
ア
ー
ノ
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
写
本

文
書
に
よ
れ
ば
、
ボ
ツ
テ
ィ
チ
エ
ツ
リ
が
描
い
た
処
刑
者
の
絵
の
前
で
、
ロ
レ

ン
ツ
ォ
は
罪
人
に
な
り
か
わ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
「
わ
れ
、

ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
バ
ン
デ
ィ
ー
二
は
新
た
な
ユ
ダ
／
わ
れ
は
　
（
サ
ン
タ
・

マ
リ
ア
・
デ
ル
・
フ
ィ
オ
ー
レ
）
　
聖
堂
で
、
ひ
ど
い
裏
切
り
を
は
た
ら
き
／
よ

り
過
酷
な
死
を
待
つ
反
逆
者
で
あ
る
」
。
ロ
レ
ン
ツ
ォ
の
歌
か
ら
、
ベ
ル
ナ
ル

ド
は
「
新
た
な
ユ
ダ
」
と
称
さ
れ
、
ま
た
裏
切
り
者
　
（
T
r
a
d
i
t
O
r
e
）
、
反
逆
者

（
R
i
b
e
E
O
）
　
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
裏
切
り
者
の
側
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

ユ
ダ
は
、
銀
貨
三
十
枚
で
キ
リ
ス
ト
を
ユ
ダ
ヤ
の
祭
司
長
た
ち
に
売
り
渡
し

て
自
殺
し
た
が
、
そ
の
際
彼
は
通
常
木
に
首
を
吊
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
第

四
場
面
に
絞
首
台
で
は
な
く
、
木
が
描
か
れ
た
の
は
、
こ
の
女
性
を
ユ
ダ
に
見

立
て
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
仕
掛
け
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
考
え
ら
れ
る
。

ユ
ダ
の
自
殺
に
関
す
る
聖
書
の
記
述
は
、
「
銀
貨
を
神
殿
に
投
げ
込
ん
で
立

ち
去
り
、
首
を
吊
っ
て
死
ん
だ
」
と
い
う
マ
タ
イ
福
音
書
　
（
二
十
七
‥
五
）
　
と

使
徒
行
伝
の
、
「
こ
の
ユ
ダ
は
不
正
を
働
い
て
得
た
報
酬
で
土
地
を
買
っ
た
の

で
す
が
、
そ
の
地
面
に
ま
っ
さ
か
さ
ま
に
落
ち
て
、
体
が
真
ん
中
か
ら
裂
け
、

は
ら
わ
た
が
み
な
出
て
し
ま
い
ま
し
た
」
　
（
一
‥
十
八
）
　
と
い
う
一
節
の
み
で

あ
る
。
聖
書
に
は
木
に
首
を
吊
っ
た
と
い
う
記
述
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
多

く
の
場
合
、
ユ
ダ
は
木
に
首
を
吊
っ
て
い
る
。
こ
の
伝
統
は
イ
タ
リ
ア
だ
け
で

な
く
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
イ
タ
リ
ア
の

作
品
を
中
心
に
考
察
し
て
い
く
。
大
英
博
物
館
が
所
蔵
す
る
小
箱
で
は
、
ユ
ダ

の
足
元
に
銭
袋
が
落
ち
て
お
り
、
中
か
ら
は
ユ
ダ
ヤ
人
か
ら
も
ら
っ
た
銀
貨
が

出
て
い
る
が
、
彼
は
木
に
首
を
吊
っ
て
い
る
。
十
二
世
紀
以
降
は
、
ベ
ネ
ヴ
エ

ン
ト
の
大
聖
堂
青
銅
扉
　
（
図
1
8
）
　
や
ジ
ョ
ッ
ト
が
ス
ク
ロ
ヴ
ュ
ー
こ
礼
拝
堂
の

地
獄
の
場
面
に
描
い
た
作
例
に
お
い
て
、
木
に
首
を
つ
っ
た
ユ
ダ
の
図
像
が
措

か
れ
て
い
る
　
（
図
1
9
）
。
十
四
世
紀
に
は
ナ
ル
ド
・
デ
ィ
・
チ
ョ
ー
ネ
の
作
例

の
中
に
、
ま
た
、
サ
ン
ジ
ミ
ニ
ヤ
ー
ノ
の
サ
ン
タ
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
聖
堂
に
あ
る

祭
壇
画
の
背
景
に
、
こ
の
種
の
図
像
伝
統
が
見
ら
れ
る
（
図
2
0
）
。
こ
の
伝
統
は
、

ウ
ツ
チ
エ
ソ
ロ
よ
り
も
後
に
制
作
さ
れ
た
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
カ
ナ
ヴ
エ
ー
ジ
ョ

の
場
合
に
お
い
て
も
指
摘
で
き
る
。
特
に
、
ナ
ル
ド
ニ
ア
ィ
・
チ
ョ
ー
ネ
の
作

例
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
バ
デ
ィ
ア
聖
堂
に
措
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ウ
ツ

チ
エ
ツ
ロ
が
こ
の
種
の
図
像
伝
統
を
知
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ

、
つ
○

ユ
ダ
は
、
十
二
使
徒
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
銀
貨
三
十
枚
で
、
キ
リ
ス
ト
を

ユ
ダ
ヤ
の
長
老
た
ち
に
売
り
渡
し
た
裏
切
り
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
三
世
紀
以

降
、
全
質
変
化
の
教
義
が
確
立
し
て
か
ら
は
、
聖
別
さ
れ
た
聖
体
は
キ
リ
ス
ト

の
体
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
一
二
九
〇
年
に
聖
体
を
ユ
ダ
ヤ

人
に
売
り
渡
し
た
女
性
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
り
な
が
ら
、
聖
体
、
つ
ま
り

キ
リ
ス
ト
の
体
を
ユ
ダ
ヤ
人
に
売
り
払
っ
た
裏
切
り
者
と
し
て
、
ユ
ダ
と
重
ね

あ
わ
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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結
論

以
上
の
よ
う
に
、
第
四
場
面
に
は
、
テ
キ
ス
ト
の
記
述
に
反
し
て
木
が
措
か

れ
た
。
一
方
、
聖
史
劇
テ
キ
ス
ト
や
コ
ロ
ゼ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
女
性
を
ユ

ダ
に
見
立
て
て
い
る
点
、
そ
し
て
ユ
ダ
の
自
殺
を
描
い
た
図
像
に
は
、
多
く
の

場
合
、
絞
首
台
で
は
な
く
木
が
措
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
逸
脱
は
、
キ

リ
ス
ト
教
の
女
性
を
裏
切
り
者
の
ユ
ダ
に
見
立
て
る
た
め
の
仕
掛
け
で
あ
っ
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

注（
1
）
　
コ
ル
ブ
ス
・
ド
ミ
ニ
同
信
会
と
ウ
ッ
チ
エ
ソ
ロ
と
の
結
び
つ
き
を
示
す
史
料
と
し
て
は
、

一
四
六
五
－
一
八
九
〇
年
ま
で
の
信
心
会
の
収
支
帳
、
通
称
B
本
が
あ
る
。
B
本
に
つ
い

て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
。
M
O
拘
わ
2
T
二
し
．
）
ゝ
Q
C
Q
コ
マ
已
胃
註
P
C
O
蔓
g
b
O
邑
已

註
二
S
一
ぎ
g
L
F
c
O
n
a
｝
B
O
】
○
習
a
L
岩
○
も
p
．
N
O
？
N
u
A
．
こ
の
記
録
か
ら
は
、
一
四
六
七

年
八
月
十
日
か
ら
六
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
ウ
ツ
チ
ェ
ッ
ロ
が
給
料
を
受
け
と
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
シ
ユ
マ
ル
ゾ
ウ
は
一
八
八
〇
年
代
に
作
成
さ
れ
た
、
B
本
の

模
写
を
根
拠
に
、
制
作
は
一
四
六
五
年
よ
り
開
始
さ
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
模
写
は

現
在
消
失
し
て
い
る
。
近
年
の
研
究
に
お
い
て
は
、
制
作
は
一
四
六
七
年
か
ら
始
ま
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
s
c
H
M
p
知
S
O
W
（
A
．
く
O
N
）
〉
旨
訂
訂
N
N
O
a
白
き
註
｝
B
e
r
－
i
n
・

S
t
u
t
t
g
a
r
t
L
無
声
p
p
．
誠
や
裏
革
B
O
R
S
二
ア
S
．
）
〉
七
g
訂
【
訂
C
ね
た
○
〉
E
n
g
．
t
r
a
n
s
．
b
y

P
O
W
E
L
L
（
E
．
）
）
N
e
w
d
U
r
k
L
票
扇
p
p
．
u
u
∞
・
∽
会
．

（
2
）
　
P
U
N
G
H
L
E
O
N
二
し
．
）
」
芦
品
計
：
き
き
F
：
禁
〔
ぎ
萱
彗
S
∵
禦
S
n
 
U
r
b
i
n
〇
二
∞
N
N
“

r
i
s
t
a
m
p
a
e
d
．
〉
R
O
m
a
L
票
革
も
．
讃
．

（
3
）
　
『
空
r
Z
C
A
S
T
回
し
（
空
二
U
n
m
y
s
t
町
e
p
a
【
訂
i
e
n
i
E
u
s
t
r
m
p
a
r
U
c
c
e
E
〇
二
e
m
i
r
a
c
－
e

d
e
－
－
h
O
S
t
i
e
d
t
U
r
b
i
n
O
ミ
〉
知
等
莞
弓
C
計
㌢
～
局
ぶ
莞
嵩
や
こ
誤
N
〉
p
p
L
壷
？
岩
戸
L
わ
く
ー
N

（
M
．
A
一
）
∴
T
h
e
A
－
t
a
r
O
f
C
O
r
p
u
S
D
O
m
i
n
i
i
n
U
r
b
i
n
O
‥
P
a
0
－
0
U
c
c
e
E
O
V
J
g
S
く
a
n

G
h
e
n
t
｝
P
i
e
r
O
d
e
E
a
F
r
a
n
c
e
s
c
a
．
．
∴
コ
訂
A
ユ
b
F
買
鼓
阜
上
や
ト
父
苛
p
p
L
・
N
A
．
こ

れ
以
降
の
研
究
に
つ
い
て
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
只
A
T
Z
（
D
．
）
∴
T
h
e
C
O
n
t
O
u
r
S
O
f

T
O
－
e
r
a
n
c
e
‥
J
e
w
s
a
n
d
t
h
e
C
O
r
p
u
S
D
O
m
i
n
i
A
－
t
a
r
p
－
e
C
e
i
n
U
r
b
i
n
0
．
．
〉
叫
声
内
A
r
叫

b
已
訂
託
ヂ
∞
ひ
も
p
．
澄
？
宗
－
．
ま
た
、
グ
コ
フ
ス
キ
ー
は
、
イ
タ
リ
ア
で
制
作
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
同
主
題
の
作
例
　
（
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
所
蔵
）
　
に
つ
い
て
考
察
を
加

え
て
い
る
。
G
O
U
K
O
く
S
只
h
（
M
．
A
．
）
∴
A
R
e
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
O
n
O
f
t
h
e
P
r
O
P
n
a
t
i
O
n
O
f

t

h

e

H

O

S

t

‥

P

u

N

Z

－

i

n

g

P

a

i

n

t

i

n

g

i

n

t

h

e

H

e

r

m

i

t

a

g

e

a

n

d

H

t

s

P

O

S

S

i

b

－

e

A

u

t

h

e

r

ヨ

｝

ゴ
紆
A
r
、
b
已
訂
≠
訂
㌫
r
H
莞
摩
p
p
L
召
上
詔
．

（
4
）
　
モ
ン
テ
・
デ
ィ
・
ピ
エ
タ
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
。
M
E
N
E
G
H
I
N
（
ヨ
こ

旨
訂
已
叫
註
旬
訂
註
ぎ
ー
ぎ
ー
早
く
i
c
e
n
N
a
L
変
革
M
U
Z
Z
か
わ
E
L
L
l
（
M
．
G
．
）
－
と
へ
訂
亭
E
d
よ

ぎ
宗
旨
賀
眉
B
0
－
0
叫
ロ
a
〉
N
0
0
－
．

（
5
）
　
哲
已
ミ
P
C
賢
ぎ
訂
ギ
賢
阜
P
i
s
a
u
r
i
L
ひ
諾
）
芝
L
u
u
H
ド
メ
ニ
コ
・
レ
オ
ネ
ッ
サ
に
つ

い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
。
c
A
S
A
G
空
r
Z
D
E
（
C
．
）
∴
D
O
m
e
n
i
c
O
d
a
L
e
O
n
e
S
S
a
ミ
｝

b
h
N
訂
3
由
「
訂
巴
局
岩
翫
c
Q
軋
馬
計
れ
ぎ
～
ぎ
草
生
〉
R
O
m
a
L
等
－
〉
p
p
．
の
N
甲
註
〇
．

（
6
）
哲
已
C
ぎ
c
E
g
訂
ギ
巴
阜
c
i
t
．
－
迂
二
k
r
も
L
E
当
N
｝
琶
C
ヂ
p
p
．
平
声
な
お
、

ウ
ル
ビ
ー
ノ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
。
L
U
Z
Z
已
」
T
O

（
G
．
）
1
g
宍
已
q
r
h
＆
r
e
こ
3
q
r
g
喜
莞
～
～
■
畏
ご
旨
岩
音
P
a
d
O
く
a
L
害
N
l
i
s
t
a
m
p
a

e
d
．
｝
B
0
－
0
叫
ロ
a
L
諾
い
∴
U
r
b
i
n
O
．
J
L
A
N
D
M
＞
2
（
1
．
）
（
e
d
．
）
〉
ヨ
｝
e
〔
訂
旨
q
「
岩
～
熟
∈
訂
計

昏
蔓
C
～
竜
乳
首
岩
〉
N
e
w
d
ロ
r
k
L
翌
扇
r
e
p
r
i
n
t
e
d
．
」
寒
心
も
．
山
笠
．

（
7
）
　
「
わ
く
ー
N
V
琶
C
F
p
p
．
9
－
0
．

（
8
）
　
こ
の
人
物
の
両
側
に
は
天
使
と
悪
魔
が
二
人
ず
つ
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
場
面
に
つ
い
て
、

レ
イ
ヴ
ィ
ン
は
、
物
語
の
内
容
と
は
別
に
注
文
主
の
コ
ル
ブ
ス
・
ド
ミ
ニ
同
信
会
が
当
時

担
っ
て
い
た
職
務
、
つ
ま
り
、
最
後
の
聖
体
拝
領
の
儀
式
を
表
し
て
お
り
、
『
往
生
の
術
』

を
表
し
た
作
例
か
ら
着
想
を
得
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
旨
計
r
p
鱒

（
9
）
　
『
P
p
2
C
A
S
T
E
L
〉
琶
C
ヂ
p
」
0
0
＝
∞
叩

（
1
0
）
　
H
E
L
F
E
R
（
J
．
）
（
盆
．
）
㌦
－
O
h
a
n
n
i
s
d
e
T
h
i
H
r
O
d
e
C
h
r
O
n
i
c
O
n
↓
↓
〉
P
E
R
T
Z
（
G
．
H
．
）

（
H
r
s
g
．
）
－
旨
訂
き
3
3
叶
9
g
等
3
日
已
莞
已
乳
O
「
訂
R
的
C
r
甘
旨
r
g
ヨ
〉
N
u
V
H
a
n
n
O
く
e
r
L
第
〇
い

n
e
亡
e
A
u
P
S
t
u
t
t
g
a
r
t
L
窯
旦
p
．
崇
率
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（
1
1
）
。
C
h
r
O
n
i
q
u
e
d
e
s
a
i
n
t
D
e
n
i
s
も
e
p
u
i
s
－
が
n
－
N
∞
ご
u
s
q
u
．
e
n
G
N
書
D
p
C
N
A
U
（
P

C
．
・
ロ
）
L
e
t
a
r
賢
二
〉
知
冥
荒
れ
～
計
的
已
諷
O
r
訂
莞
軋
謡
G
Q
已
謡
e
叶
告
ぎ
勾
「
P
g
♪
N
O
〉

P
a
r
i
s
L
澄
○
“
r
m
i
m
p
r
e
s
s
i
O
n
賢
【
㍉
妄
岸
p
．
謡
∞
㌦
C
h
r
O
n
i
c
O
n
e
c
c
－
e
s
i
a
e
s
a
n
c
t
i

D
y
O
n
i
s
i
i
ミ
V
D
p
C
N
A
ヌ
竜
．
C
れ
叶
．
〉
N
u
〉
p
p
L
畠
÷
岸
B
L
か
Z
G
E
Z
（
G
．
）
〉
C
r
更
∈
h
q
F

r
采
荒
れ
～
軋
一
冥
e
、
眉
訂
仇
ヨ
O
r
き
ざ
ト
も
a
r
i
m
L
当
¢
〉
p
J
h
声
西
洋
に
お
け
る
聖
体
の
冒
湧
事

件
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。
c
O
U
E
T
（
E
．
）
〉
ト
謡
ヨ
れ
岩
C
訂
已
乳
Q
r
茸
莞
払

乱
臣
的
已
ミ
賀
C
r
P
S
S
叶
u
P
a
r
i
s
L
等
∞
芯
。
監
．
）
T
O
u
r
C
O
i
n
g
L
讐
如
出
R
O
W
E
（
ロ
）
∴
D
i
e

H
O
S
t
i
e
n
警
h
笹
n
d
u
n
g
e
n
d
e
r
J
u
d
e
n
i
m
M
i
t
t
e
－
a
－
t
e
r
．
一
）
知
8
3
訂
C
許
の
M
S
「
訂
～
実
字
忘

甘
r
c
守
を
詳
訂
A
g
r
叶
に
ヨ
S
ぎ
さ
軋
e
g
芦
乱
舞
r
c
訂
、
童
謡
C
E
c
だ
♪
u
A
L
や
N
の
〉
p
p
」
笥
・

－
当
い
く
H
L
O
B
E
カ
G
（
M
．
）
〉
ト
一
向
宍
計
已
訂
訂
乱
白
雲
～
一
弓
叫
〉
N
）
G
r
e
n
O
b
－
e
L
史
声
p
p
．
N
u
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N
u
g
Z
A
F
R
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Z
（
E
．
M
．
）
〉
3
岩
村
S
（
喝
「
白
℃
ぎ
O
r
A
ミ
訂
巾
ヨ
れ
訂
ヨ
〉
P
h
．
D
．
d
i
s
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．
〉
N
e
w

▲
ざ
r
k
U
n
i
f
ー
当
山
〉
p
p
．
〓
苧
忘
再
出
U
B
I
N
（
M
．
）
〉
G
S
註
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訂
仇
〉
N
e
w
H
a
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2
）
D
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G
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M
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円
G
．
）
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a
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u
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d
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）
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C
r
O
已
C
白
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N
G
訂
岩
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已
S
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訂
已
P
S
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訂
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訂
N
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莞
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れ
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C
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一
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已
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告
．
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．
〉
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a
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k
P
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L
無
声
p
p
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．

（
13
）
ト
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↓
C
h
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O
p
i
V
C
ざ
○
已
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Q
r
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ヨ
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琵
示
し
亡
g
d
u
n
i
L
豆
炭
こ
i
t
．
臼
ハ
〉
C
a
p
．

く
i
－
－
〉
p
．
N
U
－
．

（
1
4
）
フ
ラ
ン
ス
語
版
と
英
語
版
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
文
献
を
参

照
。
D
O
U
H
E
T
（
J
．
d
e
）
）
b
打
へ
訂
詩
3
由
れ
r
n
軋
謡
、
↓
宅
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芯
r
e
的
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P
a
r
i
s
L
欝
舎
r
か
i
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註
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〉
T
u
r
n
h
O
－
t
i
L
蛮
声
p
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．
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害
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D
わ
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e
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．
）
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甘
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訂
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⊇
乱

等
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・
N
e
w
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r
k
・
T
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O
n
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O
L
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〉
p
p
．
ひ
∞
・
怒
．

∴
‥
、
●
ご
、
ミ
・
主
ミ
ニ
り
、
＝
、
、
：
、
．
、
…
…
、
、
・
こ
＝
－
、
こ
■
≡
＝
ミ
・
、
ミ
：
、
二
、
、
こ
・
ミ
こ
こ
．
i
≡
】
さ
・
．
（
エ
リ
芦

［
ミ
ラ
ノ
、
ト
リ
ヴ
ル
ツ
ィ
ア
ー
ナ
図
書
館
、
－
n
c
．
C
．
N
悪
］
な
お
、
こ
の
聖
史
劇
は

一
四
七
三
年
に
ロ
ー
マ
で
、
ま
た
一
五
〇
二
年
に
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
上
演
さ
れ
て
い
る
。

－
N
F
E
S
S
U
R
A
（
S
．
）
〉
b
訂
r
訂
計
～
訂
C
賢
打
軋
れ
知
O
S
や
T
O
M
M
O
S
－
N
二
〇
．
）
（
a
c
u
r
a

d
i
）
〉
R
O
m
a
L
等
○
も
p
．
∃
・
謡
い
S
A
N
L
U
－
G
H
（
－
．
）
）
b
e
～
h
N
訂
軋
馬
託
等
己
試
す
∽
C
P
已
｝
N
r

F
i
r
e
n
z
e
L
謡
い
｝
p
p
L
宗
⊥
∃
．

1
ト
、
言
、
、
ミ
・
三
、
、
二
‥
ミ
、
、
‥
、
－
、
、
、
こ
、
ミ
、
ミ
ー
、
こ
■
≡
＝
、
、
・
、
三
、
、
、
こ
こ
ミ
こ
．
一
㌧
千
．
三
．
三
㌦
「
．

（
1
7
）
　
ト
O
C
．
C
h
汁

（
1
8
）
　
十
六
世
紀
以
降
の
作
例
と
し
て
は
、
リ
ヴ
ィ
オ
・
ア
グ
レ
ス
テ
ィ
　
（
一
五
四
〇
－
八
〇

年
ご
ろ
、
フ
ォ
ル
リ
市
立
美
術
館
［
来
歴
‥
フ
ォ
ル
リ
大
聖
堂
］
く
i
R
O
L
二
G
．
）
〉
ト
Q

b
ぎ
宍
○
腎
Q
C
賢
c
Q
軋
れ
き
註
〉
F
O
r
－
i
L
器
○
）
p
J
N
e
、
ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス

コ
・
モ
デ
ィ
リ
ア
ー
ニ
（
一
五
九
八
－
一
六
〇
九
年
、
フ
ォ
ル
リ
市
立
美
術
館
　
［
来

歴
‥
フ
ォ
ル
リ
大
聖
堂
］
旨
鞋
｝
p
．
N
O
u
．
）
、
そ
し
て
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ー
こ

（
一
五
九
五
－
一
六
二
〇
年
ご
ろ
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
、
大
聖
堂
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
礼
拝
堂

C
O
S
T
A
M
A
G
N
A
（
A
．
）
∵
．
ト
ロ
t
O
n
i
O
く
i
S
．
a
n
i
d
e
t
t
O
i
－
S
O
r
d
O
d
i
U
r
b
i
n
O
；
｝
A
さ
3
g
雪
ぎ

計
～
～
諌
註
ミ
○
註
哲
O
「
訂
軋
e
～
～
匡
喜
」
当
A
〉
p
p
．
N
巴
・
N
芦
）
　
が
描
い
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
は
す
べ
て
ユ
ダ
ヤ
人
に
よ
る
冒
漕
場
面
の
み
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
1
9
）
　
首
吊
り
の
図
像
は
、
「
絶
望
」
　
や
「
安
全
」
　
と
い
っ
た
擬
人
像
や
、
憂
鬱
質
を
示
す
土

星
に
関
す
る
図
像
、
最
後
の
審
判
に
お
け
る
地
獄
の
情
景
の
中
に
描
か
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
聖
書
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
サ
ム
エ
ル
記
に
お
け
る
ア
ヒ
ト
フ
エ
ル
　
（
下
十
二
‥

二
十
三
）
、
ア
ブ
サ
ロ
ム
　
（
下
十
八
＝
九
、
十
四
1
十
五
）
、
エ
ス
テ
ル
記
に
お
け
る
ハ

マ
ン
の
息
子
た
ち
　
（
九
‥
十
三
－
十
四
）
　
な
ど
が
首
を
吊
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ア
ブ

サ
ロ
ム
は
木
に
髪
を
引
っ
掛
け
た
と
こ
ろ
を
敵
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
る
。
名
臣
↑
L
（
H
．

く
a
n
d
e
）
L
c
O
莞
訂
仇
新
訂
計
が
A
m
s
t
e
r
d
a
m
・
〇
回
許
r
d
・
N
e
w
惑
）
r
k
L
蛮
声
p
p
．
悪
苧
禁
書

E
D
G
E
R
T
O
N
J
r
．
（
S
．
Y
．
）
㌦
ざ
ぎ
虔
芸
喜
〓
ぎ
罫
旨
更
え
こ
t
h
c
a
↑
O
n
d
O
n
L
諾
い
．

十
四
世
紀
以
降
は
、
絞
首
刑
に
さ
れ
た
罪
人
の
姿
を
、
見
せ
し
め
の
た
め
に
、
公
共

の
建
物
の
壁
な
ど
に
再
現
し
た
「
誹
譲
画
」
　
の
伝
統
が
見
ら
れ
る
。
O
R
T
と
L
L
二
G
L
〉

－
．
℃
訂
g
已
§
ぎ
b
訂
訂
n
O
J
訂
官
記
§
Q
訂
甘
ヨ
Q
ミ
巾
莞
軋
完
C
Q
～
れ
彗
・
k
J
ヰ
R
O
m
a
〉

－
当
g
E
D
G
E
R
T
O
N
J
H
〉
膏
C
N
汁
十
五
世
紀
に
は
、
ピ
サ
ネ
ッ
ロ
が
、
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
の

サ
ン
タ
ナ
ス
タ
ー
ジ
ョ
聖
堂
に
描
い
た
《
聖
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
ス
と
王
妃
》
（
図
1
5
）
の
よ
う
に
、

首
吊
り
の
図
像
は
前
景
の
物
語
と
は
無
関
係
に
背
景
に
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ウ
ツ

チ
ェ
ッ
ロ
自
身
も
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
サ
ン
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
・
ア
ッ
ラ
・
ス
カ
ラ
聖
堂

の
回
廊
に
措
い
た
《
キ
リ
ス
ト
の
生
誕
》
　
の
背
景
左
側
に
、
同
様
の
モ
チ
ー
フ
を
描
い
て

い
る
。
勺
と
r
T
Z
（
W
）
∵
．
U
n
a
N
a
t
i
ま
t
p
d
i
P
a
0
－
O
U
c
c
e
E
O
e
a
－
c
u
n
e
c
O
n
S
i
d
e
r
a
z
i
O
n
e

S
u
J
l
一
a
r
t
e
d
e
－
M
a
e
s
t
r
O
；
｝
知
旨
訂
ぎ
乱
が
r
ぎ
ー
の
L
謡
か
〉
p
p
L
u
T
↑
u
N
〉
n
L
．
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（
空
　
G
A
－
F
F
H
E
R
（
B
．
d
e
）
∴
U
n
t
h
か
m
e
h
a
g
i
O
g
r
a
p
h
i
e
‥
－
e
p
e
n
d
u
m
i
r
a
c
u
－
e
u
s
e
m
e
n
t

S
a
u
象
∵
慧
g
訂
C
ま
ぶ
莞
切
札
■
計
長
巾
局
r
ぷ
q
E
n
乳
乱
一
打
〇
g
～
馬
首
出
r
u
莞
〓
e
s
L
宗
J

p
p
」
澄
・
N
N
P
聖
ヤ
コ
ブ
の
奇
跡
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
以
下
の
文
献
を
参
照
。
R
－
c
c
－

（
C
．
）
㍉
ぎ
w
s
a
n
d
H
a
－
t
e
r
s
；
〉
〔
、
ヨ
ざ
訂
岩
ミ
ヂ
E
n
g
．
t
r
a
n
s
．
b
y
S
T
E
宅
A
R
T
（
H
．
C
．
）
〉

L
O
ロ
d
O
n
L
涙
声
p
p
J
h
9
－
謡
．

（
2
1
）
　
聖
ヤ
コ
ブ
に
よ
る
絞
首
刑
者
の
救
出
の
奇
跡
に
関
す
る
逸
話
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献

を
参
照
。
A
c
h
Q
わ
S
C
ざ
r
g
S
㌧
甘
辛
の
）
ト
ロ
t
く
e
r
p
i
a
e
L
裏
声
p
p
．
き
岸
G
A
I
F
F
－
E
R
u

竜
．
C
N
汁
も
p
．
N
O
∞
・
N
こ
．

（
2
2
）
　
ヤ
コ
ブ
ス
・
デ
・
ウ
ォ
ラ
ギ
ネ
、
前
田
敬
作
、
山
U
裕
（
訳
）
、
『
黄
金
伝
説
』
、
二
、
人

文
書
院
、
一
九
八
四
年
‥
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
〇
六
年
、
五
一
八
－
五
一
九
頁
。

（
挙
　
G
A
H
F
F
H
E
R
〉
琶
C
ヂ
茸
．
N
P
ほ
か
に
も
、
ジ
ロ
ー
ラ
モ
・
デ
ィ
・
ベ
ネ
ヴ
エ
ン
ト

（
一
四
七
〇
－
一
五
二
四
）
　
（
只
♭
句
T
b
F
（
G
L
〉
払
已
已
こ
き
、
註
訂
⊇
A
ヌ
ー
〉
『
i
r
e
ロ
Z
e
リ

ー
誘
N
〉
厨
．
怒
巴
　
や
ロ
・
ス
パ
ー
ニ
ヤ
　
（
G
A
H
F
F
－
E
R
〉
琶
C
ヂ
厨
．
N
e
な
ど
の
作
例

が
こ
の
類
型
に
属
す
る
。

（
墾
G
A
L
H
C
H
A
（
舛
．
d
e
）
（
e
d
．
）
も
註
．
C
已
．
－
翠
計
ヨ
謡
こ
訂
和
名
♪
S
a
n
t
i
a
g
O
d
e

C
O
m
p
O
S
t
e
－
a
L
嚢
犀
p
p
．
空
？
巴
－
．
こ
の
類
型
は
聖
二
コ
ラ
ウ
ス
の
図
像
（
｝
C
r
『
T
と
L
〉

竜
．
C
紅
こ
い
」
当
0
0
〉
厨
」
O
N
二
　
や
聖
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
ベ
ニ
ッ
ィ
の
図
像
（
z
U
C
只
出
R
（
M
L

（
e
d
）
〉
叫
声
m
昌
宏
等
已
a
b
彗
訂
C
計
V
N
や
N
〉
N
e
w
ざ
r
k
二
浪
扇
p
L
笠
．
）
な
ど
に
も
見
ら

れ
る
。

二
・
チ
、
、
ン
y
－
、
こ
■
、
こ
ヾ
∵
、
二
、
、
こ
、
こ
、
、
二
、
．
ミ
・
、
■
∴
一
二
こ
1
、
ミ
：
＝
ミ
ニ
ミ
ミ
ご
三
、
こ
、
、
■
・
三
・
、
．
蔓
、
：
、

C
O
g
N
訂
乱
れ
等
e
已
Q
V
M
i
－
a
n
O
〉
N
0
0
ひ
）
p
p
．
N
g
・
N
巴
）
D
g
．
U
P

（
鱒
二
雇
u
n
t
a
－
a
d
O
n
n
a
a
E
e
堅
c
h
e
r
a
c
h
O
m
a
n
d
a
n
d
O
－
i
a
d
i
O
d
i
c
e
；
一
知
宅
1
謡
3
ぎ
N
訂
莞

軋
一
g
3
ヨ
軋
r
莞
Q
訂
計
～
c
O
蔓
○
軋
N
C
か
ヽ
訂
ざ
c
i
t
J
訂
－
．
↓
r
．

（
2
7
）
　
B
A
T
T
A
G
L
I
A
（
S
．
）
〉
G
r
S
札
内
軋
れ
N
訂
g
r
訂
軋
誌
へ
こ
れ
義
巨
叫
註
賢
さ
〉
の
↓
O
r
i
n
O
L
笥
○
〉

p
L
芝
．

（
墾
　
こ
の
作
品
に
関
し
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
。
T
H
I
E
L
（
『
J
．
J
L
（
e
t
a
こ
〉
A
記
叫
訂

b
打
訂
計
3
g
的
阜
叶
訂
知
キ
訂
ヨ
宏
芸
ヨ
訂
A
S
乳
化
r
軋
Q
ヨ
〉
M
i
－
a
n
O
L
等
の
〉
p
．
u
u
P

（
2
9
）
　
聖
二
コ
ラ
ウ
ス
の
奇
跡
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
。
A
c
叶
白
岩
宍
ざ
r
g
3
㌧

功
名
訂
ヨ
ざ
昇
u
u
A
n
t
く
e
r
p
－
a
e
L
謡
○
〉
p
p
．
栗
山
忘
笥
い
G
A
I
F
F
I
E
R
｝
竜
．
C
町
汁
〉
p
p
．
N
－
甲

NNO．

（
3
0
）
　
こ
の
記
述
は
、
一
九
二
八
年
の
ス
ピ
リ
ド
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
売
り
立
て
日
録
の
中
に

見
ら
れ
る
。
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
の
作
品
は
∵
八
八
三
年
に
ベ
ノ
ツ
ツ
ォ
・
ゴ
ツ

ツ
オ
リ
作
と
し
て
、
ト
ス
カ
ネ
ッ
リ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
売
り
立
て
に
登
場
す
る
。
ト
ス

カ
ネ
ッ
リ
は
、
ロ
ン
パ
ル
デ
ィ
と
パ
ル
デ
ィ
の
所
有
し
て
い
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
を

購
入
し
て
い
る
が
、
こ
の
作
品
が
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な

い
｛
し
　
そ
の
後
、
こ
の
作
品
は
一
九
一
▲
八
年
六
月
十
九
日
に
、
先
に
述
べ
た
ス
ピ
リ
ド
ン
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
売
り
立
て
日
録
に
登
場
す
る
　
（
図
1
7
）
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
作
品

は
「
ウ
ッ
チ
ェ
ッ
ロ
派
」
　
に
よ
る
《
パ
ド
ヴ
ァ
の
聖
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
の
奇
跡
》
と
い
う
作

品
で
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
　
宗
主
体
の
奇
跡
》
と
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
同
年
、
ヴ
ア
ン
・
マ
ー
ル
は
　
「
ウ
ッ
チ
ェ
ッ
ロ
の
影
響
を
受
け
た
」
作
品
と
し
て
、

こ
の
板
絵
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
三
十
二
年
に
は
、
ベ
レ
ン
ソ
ン
に
よ
っ
て
初
め
て

ザ
ノ
ー
ビ
・
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
に
帰
属
さ
れ
た
。
四
十
一
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美

術
館
が
こ
の
作
品
を
購
入
し
、
四
十
三
年
に
は
ゲ
フ
ィ
工
が
作
品
の
主
題
を
宗
主
ニ
コ
ラ

ウ
ス
の
奇
跡
》
と
同
定
し
た
。
ベ
レ
ン
ソ
ン
以
降
こ
の
作
品
は
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
に
帰
属

さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
に
お
い
て
も
、
「
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ

リ
（
に
帰
属
）
」
と
な
っ
て
い
る
。
d
声
N
P
冒
R
L
E
（
R
．
）
㌔
豪
こ
ぎ
鼓
名
き
3
ニ
ラ
夢

、
訂
～
訂
お
初
C
計
害
訂
阜
b
F
訂
計
⊇
g
二
〇
〉
D
e
n
H
a
a
g
L
窯
犀
r
e
p
r
i
n
t
e
d
．
〉
N
e
w
d
ロ
r
k
）

－
笥
○
〉
p
．
N
g
い
G
A
I
F
F
H
E
R
）
名
．
C
れ
r
p
．
N
N
O
い
D
わ
く
l
D
（
M
．
）
〉
当
馬
的
弓
～
訂
「
、
ぎ
～
訂
さ

診
り
ぎ
○
F
L
O
n
d
O
n
L
誤
－
t
e
≠
e
d
．
こ
簑
r
p
p
．
u
N
u
・
u
N
や

（
3
1
）
　
C
O
R
R
O
Z
E
T
（
G
．
）
〉
ト
謡
§
乱
雲
丸
首
N
－
C
ざ
害
首
莞
∽
e
：
訂
g
已
雪
ぎ
N
軋
e
b
F
r
耳
r

P
a
r
i
s
」
誌
P

（
㍊
）
　
占
≡
e
n
寸
評
u
t
〉
a
i
n
s
a
〓
a
n
t
p
－
．
e
g
－
i
s
e
S
．
M
e
r
r
y
S
．
n
t
p
－
a
c
O
m
m
u
n
i
O
n
】
紆

C
O
m
m
e
く
n
S
e
C
O
n
d
l
u
d
a
s
｝
e
E
e
p
O
r
t
a
－
ゴ
O
S
t
i
e
a
u
r
e
t
a
i
－
m
i
n
か
d
e
E
e
ミ
旨
叫
声
〉
p
．

－この．

（
M
だ
。
C
釘
t
t
e
r
r
i
b
－
e
言
e
n
d
r
e
m
O
n
D
i
e
u
一
R
e
c
O
m
m
e
r
C
e
r
J
u
d
a
s
r
D
O
U
H
E
J
琶
C
ヂ

p．害－．
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（
3
4
）
．
．
C
O
m
h
a
i
t
u
d
a
t
O
i
l
t
u
O
S
i
習
O
r
e
i
d
i
O
＼
p
e
r
s
i
u
i
－
p
r
e
z
z
O
a
S
u
O
i
n
i
m
i
c
i
i
n
m
a
n
O

＼
h
a
－
t
u
 
u
e
n
d
u
t
O
 
C
O
m
e
 
g
i
u
d
e
O
 
r
i
O
；
知
Q
七
℃
r
認
3
≠
P
N
訂
莞
軋
■
g
詩
ヨ
h
r
莞
○
㌻
告
～

c
O
蔓
○
軋
れ
C
ざ
訂
ぎ
c
i
t
．
〉
芝
．
叫
声

（
詭
）
　
句
U
R
E
T
l
打
R
E
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図2　パオロ・ウッチエツロ《聖体の奇跡≫第一場面
1467－1468年　板にテンペラ43×58cm

ウルビーノ、マルケ国立美術館 図1ヨース・フアン・ゲント　≪使徒たちへの
聖体拝領≫1473－1474年

ウルビーノ、マルケ国立美術館

図3　ウッチェッロ《聖体の奇跡≫第二場面

図4　ウッチェッロ≪聖体の奇跡≫第三場面

図5　ウッチェッロ≪聖体の奇跡≫第四場面
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図10『聖体の奇跡』聖史劇テキスト版画挿絵
（月邸p佗SenraZbned’un血旧COJode／CO／pO

diChristo，Firenze，Cl1500，foH r．）
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図6　ウッチェッロ≪聖体の奇跡≫第五場面

図7　ウッチェッロ≪聖休の奇跡≫第六場面

図8　ア一二ヨロ・ガッディ　≪コンスタンテイヌ

スの夢≫1380年ごろ

フィレンツェ、サンタ・クローチェ聖堂



図9　ジョヴァン二・ヴィッラー二の

『年代記』写本挿絵

（ヴァチカン図書館、Ms．ChigiL
VH296，fol．110「．）14世紀末

図11イタリアの画家≪聖体の奇跡≫

15世紀後半　サンクトペテル

ブルク、エルミタージュ美術館
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図13　ウンブリアの画家

≪聖ヤコブの奇跡≫

15世紀

ヴァチカン美術館

図16　ザノービ・マキアベッリ（？）

《トレンティーノの聖二コラ

ウスの奇跡≫1460－1471年

アムステルダム、国立美術館



図14　ニッコロ・ディ・ピエトロ・ジェリーニ

《トレンティーノの聖二コラウスの奇跡≫

1408－1409年

フィレンツェ、オルサンミケーレ聖堂

図12　ピラント二オ・メッツァストリス≪聖ヤコ

ブの奇跡≫15世紀後半

アッシジ、ペッレグリー二礼拝堂

図15　ピサネッロ《ゲオルギウスと王妃≫部分1436－1438

年ごろ

ヴェローナ、サンタナスタージョ聖堂

図17　スピリドン・コレクションの売り立て目轟

（TheWittLibrarylMicrofiche1，London，

1981，10704，box2394，2395．）
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図20　ナルド・ディ・チョーネ≪ユダの自殺≫

フィレンツェ、バディア聖堂ジョッキ・エ・バスター

リ礼拝堂

図18　《ユダの自殺≫（青銅扉部分）
12世紀後半

ベネヴ工ント、大聖堂

図19　ジョット≪最後の審判≫部分

1304－1306年フレスコ画

パドヴァ、スクロヴェ一二礼拝堂（ファサード裏）
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